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慕容雪村 『成都よ、今夜は俺を忘れてくれ』 試論
── 「欲望」 と 「虚無」 のリアリズム──
高　屋　亜　希
1　はじめに
　慕容雪村1） が 2002年、ネット上で連載発表した長篇小説 『成都よ、今夜は





















慕容雪村 『成都よ、今夜は俺を忘れてくれ』 試論 （高屋）　〔45〕
刻なものとなってから社会参加を模索しなければならなかったことが、両者の
同時代認識の違いを生んでいるものと推察される。
　『成都』 は赤裸々な 「欲望」 の描写で世間の注目を集めた5） が、本稿では
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している最中に“ポックリ逝きたい”という陳重の理屈が伺えるが、これもま





























台詞は、「虚無」 という現実の恐怖から逃れるため一層 「欲望」 へと傾斜する、
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もに明日をも知れぬ 「虚無」 的な現実という一点を共有し、陳重の意識で等価
と見なされていることは、「欲望」 と 「虚無」 の関係を社会全体の逃れられな
い運命としてとらえている点で示唆的と言えよう。一般に 1980年代生まれ世
代においては、「虚無」 的な現状への意趣返し行為のみがクローズアップされ、





























































みを更なる下位に向け、己の小さな 「欲望」 の餌食とする。『成都』 に描かれ













































2） 原題は 『成都，今夜請将我遺忘』。王鳴剣 「現代都市里的欲望人生――試析《成
都，今夜請将我遺忘》」 （『重慶工商大学学報 （社会科学版）』 23巻 5期、2006年
10月） 等によれば、「天涯」 「新浪」 「NET-BUGS」 に掲載したとある。「神秘的
網絡文学青年」 （『中華読書報』、2002年 9月） で慕容雪村は記者からのインター
ビューに答え、3種のペンネームでこれら 3箇所に原稿を発表したことがあり、
慕容雪村のペンネームは 「天涯」 で使用したと語っている。なおまた李海鵬 「慕
容雪村：愈懐疑，愈蔵匿」 （『新聞週刊』、2002年 10月 7日） によると、連載が
開始されたのは 2002年 4月 5日のことで、2002年 12月に内蒙古人民出版社か
ら大結局完全版 （筆者未見） が出版されるが、削除・改作部分があったとして、
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2003年 8月に百花洲文芸出版社出版、二十一世紀出版社発行で完全修正版が出
版されたとする。本稿の分析は全てこの完全修正版に基づく。ネット上で公開
されたのは 30章まで （完全修訂版：全 37章） で、姜楠 「給網絡小説以文学的





3） 拙稿 「孫睿“青春三部作”に見る 「虚無」 の位置づけ―〈存在の耐えられな
い軽さ〉への抗い」 （早稲田大学中国文学会 『中国文学研究』 第 32期、2006年
12月） を参照のこと。
4） 『成都』 の主人公の陳重は、1995年前後に大学卒業という設定になっている。



















































15） 『成都』 自序はミラン - クンデラの 『裏切られた遺言』 を引用し、神聖な精神的
価値があるように見えるものの全てに値札がついており、買収できない人はな
いという人生観が語られている。「欲望」 による価値の 「虚無」 化が 21世紀中
国のクンデラ受容を支える文脈の一つとなっている可能性が伺えよう。尚、ク
ンデラブームについては朱大可・張閎主編、高屋亜希・千田大介監訳 『Chinese 
Culture Review （中国文化総覧）』 vol.2 （好文出版、2005 年 10 月） 文学事件





17） 李良が大学時代から詩人の海子をアイドル視していたとの記述 （p185） がある。
『成都』 に限らず、1989年に自殺した海子をアイドル視する現象は広く見られる。
18） 注 15前掲書キーワード 「民工索薪」 （p263～ 264） では、未払い賃金の支払い
を求める出稼ぎ労働者による抗議の暴力や自殺など、「流血の事態」 が社会問題
化していることが伺える。また朱大可・張閎主編 『21世紀中国文化地図 （2006
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轢は、広く世間一般の非難の対象となっている。朱大可・張閎主編、高屋亜希・
千田大介監訳 『Chinese Culture Review （中国文化総覧）』 vol.3 （好文出版、2006
年 7月） キーワード 「城管」 （p202） および vol.4 （好文出版、2007年 7月） キー










23） 2007年に 『成都』 を映画化するに際して、警察官である王大頭のダークな一面
を描くこと等に対して、配給会社や映画管理当局などから難色が示されたとい
う。「城市，今夜請将我遺忘――与導演謝鳴暁一起解読《成都，今夜請将我遺忘》
（『世界電影之窓｜ SCREEN』、2006年 11月） 等を参照のこと。
